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皆さん、こんにちは。街中の BGM がジングルベルに染まりつつある今日この頃、まるで冷やし中華の

お知らせのように季節外れなスタイルで始めてみましたが、皆様は如何お過ごしでしょうか。皆さんの

中には既にお気づきで、さらに実際に作品をご鑑賞頂いた方も少なくないのではないかと思いますが、

今年の 4月から当館の 10階ビデオテーク内の一室を映像コーナーとして整備し、コレクションなどの映

像作品を選んで企画展会期ごとに 1作品ずつ上映しております。 

ここがビデオテークの入口です。入って左側が映像コーナーです。右側はビデオ番組コーナーで、こ

ちらでは美術館のオリジナル番組がご覧いただけます。例えば今回の内容に関するものだと、「中西夏

之-絵の姿形-」がおススメです。また学芸員の昔の姿が見られる「美術館学芸員の仕事」も色んな意味

でおススメです。 

 昨年のあいちトリエンナーレや各地で行われている展覧会などでも明らかなように、美術家による映

像作品は、近年の現代美術のトレンドと言って良いほどに盛んに制作されています。それらは映像を撮

る／見ることの構造へ向けた視点や、それぞれの問題意識を映像の中で追及する手つきにおいて、映画

業界で修業を積んだ映画監督が撮った作品とはまた異なる持ち味を持っています。 



 こうした傾向に対して、当館でも収集活動を通じて少しずつフォローしていますが、一方で映像の作

品をコレクション展示の中に組み込むには難しい問題もあります。一般的に映像に適した上映環境とい

うのは（プロジェクターを用いる場合は特に）、壁やカーテンで仕切られた暗室です。けれどもコレク

ション展示の中では他の絵画作品などにも照明を当てる必要があるために、なかなかこうした環境は準

備しにくく、せっかく所蔵している映像作品についてもお見せする機会をあまり作れていませんでした。 

 また、昨年度まで文化情報センターが行っていた映像事業を、この春から美術館が引き継ぐことにな

りました。それに伴って、多数の受賞歴を誇るこれまでの愛知芸術文化センター・オリジナル映像作品

を、今後どのように公開していくのかという事も重要な課題となりました。 

 春から運用を開始したビデオテークでの映像上映は、上記の課題を解決して、コンスタントにコレク

ションの映像をお見せするためのものです。記念すべき第 1回目は、昨年度新たに収蔵された田中功起

による《買物袋、ビール、鳩にキャビアほか》（2004）でした。2回目は同じく新収蔵作品の奥村雄樹《ジ

ュン・ヤン 忘却と記憶についての短いレクチャー》（2011）、3回目は牧野貴《Generator》（2011）と

続き、デュフィ展開催中の現在は、ダニエル・シュミット《KAZUO OHNO》（1995）を上映中です（《Generator》

と《KAZUO OHNO》は愛知芸術文化センター・オリジナル映像作品です）。 



この銀色のスタンドに作品のキャプションと解説がありますのでお見逃しなく。 

 ちなみに上映作品のセレクションについては、例えば現在の《KAZUO OHNO》の場合であれば、大野一

雄に《ラ・アルヘンチーナ頌》（1977 年初演）のインスピレーションを与えたことで有名な中西夏之の

作品が近くに展示されていますし、奥村雄樹作品の場合は「あなたのリアル、わたしのリアル。」展で

展開されていたリアルとは何かという問いが、オリジナル／オリジンの問題として変奏されているよう

に、他のコレクション展との関わりにも注目して頂けるとより一層楽しんで頂けることと思います。 

 ちなみに 11月 23 日から行われる第 19 回アート・フィルム・フェスティヴァルでは、奥村雄樹のもう

一つの所蔵作品《善兵衛の目玉（宇宙編）》（2012 年）や、愛知芸術文化センター・オリジナル映像作

品の最新作である三宅唱監督の《THE COCKPIT》（2014 年）の初公開も行われますので、こちらも是非合

わせてご覧ください。 



第 19回アート・フィルム・フェスティヴァルのチラシ。上映プログラムについてはこちらを、スケジ

ュールについてはこちらをご覧ください。 
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